
（令和5年度）

④-1 重心・医ケアワーキング（R2年度～）※「重心ワーキング」から名称変更（R4～）

・重症心身障がい児者および医療的ケア児に関すること

④-2 児童体制ワーキング（R2年度～）

・障がい児のライフステージを通じた支援に関すること
・障がい児のサービス利用計画作成に関すること
・障がい児通所支援事業所等のネットワークに関すること

⑥-1 育てるワーキング（R5年度～）

・障がい者の教育と就労にかかわる課題に関すること

⑥-2 支えるワーキング（R5年度～）

・障がい者の安定した生活と就労にかかわる課題に関すること

①相談支援部会（H30年度～）

⑤地域生活支援拠点部会（R2年度～）

新
潟
市
障
が
い
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

専門部会について

④療育等支援部会（H30年度～）

③精神障がい部会（H31年度～）

⑥就労支援会議（R5年度～）運
営
事
務
局
会
議

②権利擁護部会（H30年度～）
専
門
部
会
（
R
5
年
度
～
相
談
支
援
連
絡
会
か
ら
専
門
部
会
へ
移
行
）

・人材育成ビジョンによる研修に関すること
・計画相談支援事業所の状況把握と体制整備に関すること
・福祉サービス事業所等との連携に関すること
・その他、体制強化に関すること

・地域生活支援拠点等事業の周知、啓発
・地域生活支援拠点等事業の整備、拡充
・入所待機者に関すること
・支援困難ケースの各地域での支援拡充に関すること

・福祉サービス事業所等の精神障がい者への理解促進に関すること
・精神科病院等とのネットワークに関すること
・精神障がい者地域包括ケアシステムに関する協議の場との連携

・障がい者虐待防止に関すること
・成年後見にかかわる相談に関すること
・新潟市障がいのある人もない人も共に生きるまちづくり条例に関すること
・障がい者の意思決定に関すること
・セルフアドボカシー（当事者権利擁護）に関すること
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備考

令和5年度 新潟市障がい者地域自立支援協議会 専門部会 名簿

所  属 職名・役職 氏 名

鈴木 理恵

自立支援センターまんにち 相談支援専門員 加藤 ゆみ

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員 伊藤 祐香

相談支援部会

ワークセンターしらはす 佐藤 里香

地域生活支援センターふらっと 相談支援専門員

相談員 山本 実紀

江南区健康福祉課障がい福祉係 山宮 直子

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員 渡邉 瑞穂

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 肥田野 淳平

障がい福祉課指定係 主事 山澤 紗季

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 山際 優子

北区健康福祉課障がい福祉係 荻原 亜希

新潟市成年後見支援センター 相談員兼後見専門員

新潟市地域包括支援センターあじかた 小山 弓子

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 橋川 鮎実

相談員 竹田 一光

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員 土佐 佳弘

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員 志賀 あずさ

相談支援専門員 鶴橋 義人

新潟市立児童発達支援センター 保育所等訪問支援員

障がい福祉課管理係 祝 良平

精神障がい部会

地域活動支援センターピース 渡邊 賢一

地域生活支援センターゆとりあ 横堀 弘美

権利擁護部会

相談員 丸山 幸代

新潟市こころの健康センター 主査 小林 稔子

新潟市社会福祉協議会南区社会福祉協議会 コミュニティソーシャルワーカー 佐藤 元美

今田 靖久

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員 多田 比外美

細道 奈穂子

療

育

等

支

援

部

会

重

心

・

医

ケ

ア

W

G

浅妻 濃

新潟県はまぐみ小児療育センター

相談員 久代 愛子

障がい福祉課給付係 副主査 入山 涼

新潟市社会福祉協議会障がい者計画相談支援センター

児

童

体

制

W

G

こめっと 児童発達支援管理責任者 本田 英明

相談支援センターこんぱす

地域生活支援拠点部会

ネクサス・わかば 山﨑 直美

新潟市障がい者基幹相談支援センター中央 相談員 田宮 崇史

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 杉山 貴則

新潟太陽福祉会 法人法部企画課 主任 菅井 義彦

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員 本田 康博

障がい福祉課給付係 主査 白倉 実

相談員 貝沼 静江

主査 内山 貴之

新潟市社会福祉協議会 地域福祉課地域福祉係 大野 裕明

SOMPOケア新潟訪問看護 管理者・看護師 仲屋 里恵

笹岡 仁子

新潟市障がい者基幹相談支援センター秋葉 相談員 関川 敦子

齋藤 陽子

NICU入院児支援コーディネーター 看護師 伊藤 綾

新潟市医師会 地域医療推進室 保健師・地域看護専門看護師

川口 美紀

中央区健康福祉課障がい福祉係 主査 島津 直輝

新潟市障がい者基幹相談支援センター東 相談員
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相談支援部会

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/9 7/6 8/22 9/12

・副部会⾧ 伊藤　祐香（基幹東）
・渡邉　瑞穂（基幹中央）
・肥田野　淳平（基幹秋葉）
・山本　実紀（基幹西）

ベ
ー

ス
ア
ッ

プ
研
修

（

基
幹
中
央
エ
リ
ア
）

第
4
回
会
議

部会員

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

・部⾧ 佐藤　里香　（ワークセンターしらはす）
・鈴木　理恵　（地域生活支援センターふらっと）
・加藤　ゆみ　（自立支援センターまんにち）
・山宮　直子　（江南区障がい福祉係⾧）
・山澤　紗季　（障がい福祉課指定係）

第
3
回
会
議

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
各専門部会活動の実績

活動実績

○第1回会議（6月9日）
　・今年度の活動目標、活動計画の確認　・ベースアップ研修の内容の検討　・ステップアップ研修の内容の検討

○第2回会議（7月6日）
　・ベースアップ研修　基幹センターエリアごとの開催　テーマ 「インテークとアセスメントのポイント」
　・ステップアップ研修　ワールドカフェ方式に決定、内容の詳細を検討

○第3回会議（8月22日）
　・ベースアップ研修の流れと資料の確認
　・ステップアップ研修の最終確認

○令和5年度新潟市相談支援ステップアップ研修（9月12日）
　・テーマ ワールドカフェで考える　ご本人中心のチームアプローチ（参加者 33名）
　・参加専門機関 新潟市在宅医療・介護連携ステーション南、新潟市西区社会福祉協議会、新潟市パーソナルサポートセンター、
　　　　　　　　　　    新潟県地域生活定着支援センター、新潟市特別支援教育サポートセンター、新潟市立児童発達支援センター

・地域の相談支援体制の充実
・地域の相談支援事業者の人材育成

・「新潟市の障がい者相談支援における人材育成ビジョン」に即した人材育成を目指す
・身近な地域で相談でき、課題解決できる地域の体制整備を目指す

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

9月

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ

プ

研
修

ス
テ
ッ

プ
ア
ッ

プ

研
修

ベ
ー

ス
ア
ッ

プ
研
修

（

基
幹
東
・
秋
葉
・

西
エ
リ
ア
）
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権利擁護部会

課　題

活動目標

4月 5月 6月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

5/29 【延期】 7/14 8/28

・部会⾧ 斉藤　正秀（新潟市成年後見支援センター）
・小山　弓子（地域包括支援センターあじかた）
・荻原　亜希（北区障がい福祉係⾧）
・祝　良平（障がい福祉課管理係⾧）

・副部会⾧ 橋川　鮎実（基幹秋葉）
・土佐　佳弘（基幹東）
・志賀　あずさ（基幹中央）
・竹田　一光（基幹西）

○第1回会議（5月29日）
　・今年度の活動方針の確認
  ・虐待防止アンケートの振り返りと今後の取り組み（施設管理者・虐待防止マネージャー等対象の研修の開催）
  ・異性介助の現状に関するアンケートについて
　・障がい理解の啓発について（小中学校向け啓発活動、大学におけるワークショップ、アートの活用等）
　・意思決定支援、成年後見制度推進について（中核機関との意見交換等）

○第2回会議（8月28日）
　・異性介助の現状に関するアンケートの集計結果の共有・今後の取り組みについて
　・障がい理解の啓発についての報告（中学校座談会への参加報告、共生条例事例の共有）
　・意思決定支援、成年後見制度推進について（成年後見制度利用時の支援者への支援体制・中核機関との意見交換等）
　・各研修報告

第
3
回
会
議

市
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー

研
修
会

第
２
回
会
議

部会員

活動実績

第
1
回
会
議

異
性
介
助
の
現
状
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

7月

第
4
回
会
議

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
各専門部会活動の実績

・障がい者虐待防止
・意思決定支援・成年後見制度推進
・セルフアドボカシー支援
・障がい理解の啓発

・全区対応力の均一的発展の支援、警察との連携の模索、虐待防止ネットワーク会議の立上げ検討
・新潟市地域福祉計画に則った権利擁護支援地域連携ネットワーク構築
・地域ニーズに応じたセルフアドボカシー支援のためのキープセーフプログラム短縮版の継続開催
・障がい理解に向けた第1次3か年計画の策定とその2年目の実践

活動計画

第
1
回
会
議

異
性
介
助
の
現
状
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー

ト
調
査

市
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー

研
修
会

第
２
回
会
議
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精神障がい部会

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

7/6 8/22

・副部会⾧ 丸山　幸代（基幹西）
・山際　優子（基幹秋葉）
・オブザーバー 土佐　佳弘（基幹東）、志賀　あずさ（基幹中央）

・部会⾧ 渡邊　賢一（地域活動支援センターピース）
・横堀　弘美（地域生活支援センターゆとりあ）
・佐藤　元美（南区社会福祉協議会）
・小林　稔子（新潟市こころの健康センター）

○第1回会議（7月6日）
　・今年度の年間活動について検討
　　①12月 「精神障がい者の地域生活を考える会」が実施するミニ研修会「訪問看護って 」と連動した内容の研修会を開催
　　　 研修内容　　講義 「訪問看護との具体的な連携について」　　グループワーク 支援者間のネットワークづくりを目指す
　　②1月頃 地活勉強会を開催。
　　　 研修内容（案） 重層的な支援体制と地域活動支援センターに求められることについての共有及び現場の支援力の向上

○第2回会議（8月22日）
　・地域活動支援センターの現状、課題や自立支援のために求められる指標など、重層的な支援体制の進捗について障がい福祉課
　 指定係と意見交換。
　・指定係が実施する地域活動支援センター向けアンケートの結果を踏まえ、「地活勉強会」の内容を検討。

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
各専門部会活動の実績

・本人や家族が気軽に相談できる場所、身近な居場所の確保及び退院後や回復期の社会復帰の準備段階として、自分のペースで
　就労できる場所の確保
・精神障がい者やその家族に対する支援者のスキルアップ
・支援者自身が相談できる場所の確保

・精神障がい者を支える地域の支援者のスキルアップを目的とした研修会等の企画・運営
・関係機関のネットワークづくり

活動計画

第
1
回
会
議

第
２
回
会
議

第
3
回
会
議

第
４
回
会
議

研
修
会

地
活
勉
強
会

第
5
回
会
議

部会員

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議
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療育等支援部会（重心・医ケアワーキング）

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/27 7/27 8/21 9/6

部会員

第
4
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

・WG⾧ 浅妻　濃（西新潟中央病院）
・伊藤　綾（新潟大学医歯学総合病院）
・仲屋　里恵（SOMPOケア新潟訪問看護）
・細道　奈穂子（新潟市医師会　地域医療推進室）
・齋藤　陽子（新潟県はまぐみ小児療育センター）

・副WG⾧ 関川　敦子（基幹秋葉）
・久代　愛子（基幹西）
・笹岡　仁子（新潟市社会福祉協議会障がい者計画相談支援センター）

・入山　涼（障がい福祉課給付係）

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
各専門部会活動の実績

・各支援機関（保健、医療、福祉、保育、教育等）の一層の連携推進
・重症心身障がい・医療的ケア児者及びその家族に対する支援の充実

・地域の支援者に向けて多職種連携の推進を発信することにより、重症心身障がい、医療的ケア児者及びその家族が安心して暮らせ
　る地域づくりを目指す。（退院後の地域支援体制、ライフステージに合わせた切れ目のない多職種連携、医療的ケア児等コーディネ
　ーターの活用など）
・医療的ケア児者の支援に対応できるサービス事業所（障がい児通所支援や短期入所等）の拡充に向けた取組みを検討する。

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

第
4
回
会
議

医
療
的
ケ
ア
児

担
当
者
研
修
会

第
5
回
会
議

○第1回会議（6月27日）
　・これまでの活動実績の報告
　・今年度の活動目標、活動計画について検討

○第２回会議（7月27日）
　・「医療的ケア児担当者研修会」の内容や事例について検討。
　・研修内容は、地域の支援者を対象に、医療的ケア児とその家族を地域で支えるための多職種連携について、事例を用いて報告。

○第３回会議（8月21日）
　・「医療的ケア児担当者研修会」の開催時期、詳細な内容について検討。

○第４回会議（9月6日）
　・研修企画（案）をもとに詳細を確認。（開催日時、場所、開催方法、事例概要、パネルディスカッション等について）
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療育等支援部会（児童体制ワーキング）

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

5/23 6/22 7/11 9/11

・副WG⾧ 今田　靖久（基幹東)
・多田　比外美（基幹中央）
・島津　直輝（中央区障がい福祉係）

・WG⾧ 本田　英明（こめっと）
・鶴橋　義人（相談支援センターこんぱす）
・川口　美紀（新潟市立児童発達支援センター）

第
3
回
会
議

○第1回会議（5月23日）
　・今年度の活動方針の確認及び昨年度の活動の振り返り
　・研修会の内容について検討
　　対象 児童発達支援管理責任者 外1名　　講師 放課後等デイサービスわくわくクラブ　捧 泰輔氏

○講師打合せ（6月22日）
　・研修会の具体的な内容について打合せ

○第2回会議（7月11日）
　・研修内容の共有、準備、開催までのタイムスケジュール、役割等について検討

○第3回会議（9月11日）
　・研修会開催前の最終打合せ（班分け、事前課題等の確認）

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
各専門部会活動の実績

・障がい児の支援者のスキルにばらつきがある。
・児童の発達への理解や家族への支援及びかかわりを学ぶ機会が少ない。
・障がい児にかかわる支援者がスキルアップしていく仕組みがない。

・障がい児通所支援事業所等向け研修会の企画、運営

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

研
修
会

第
4
回
会
議

部会員

活動実績

第
1
回
会
議

講
師
打
合
せ

第
2
回
会
議
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地域生活支援拠点部会

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/1 8/29 9/21

○第1回会議（6月1日）
　・今年度の活動方針の確認
　・拠点登録している事業所間の調整会議を「拠点登録事業所会議」と設定
　・拠点登録事業所会議の日程、内容の検討

○第1回拠点登録事業所会議（8月29日）
　・拠点登録事業所に加えて、計画相談支援事業所の機能強化体制を有している事業所も参加
　・拠点登録事業所の機能と役割について
　・障がい者夜間休日支援事業（らいとはうす）の緊急時対応プランについて
　
○第2回会議（9月21日）
　・障がい者夜間休日支援事業（らいとはうす）の課題と連携に係る課題の検討
　・GH状況把握事業の確認
　・身寄りなしの方への対応の状況確認
　・複数の計画相談支援事業所が協働して体制を確保する場合の拠点登録について

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
各専門部会活動の実績

・地域生活支援拠点等事業の整備。（認知度の向上・拡充・点検）
・入所者の地域移行及び重度化高齢化を見据えた地域の支援体制づくり。
・強度行動障がい等、特に支援困難を有する者の各地域における支援体制の拡充。

・地域生活支援拠点として考えられる機能の整理、調整や確認を行う。
・各区自立支援協議会での協議状況の確認を行う。
・地域生活支援拠点事業所の連携強化のため、現状の確認、整理や調整を行う。（登録事業所連絡調整会議 2回/年)

活動計画

第
1
回
会
議

第
1
回
拠
点
登
録

事
業
所
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

第
2
回
拠
点
登
録

事
業
所
会
議

第
4
回
会
議

部会員

第
2
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

・副部会⾧ 本田　康博（基幹東）
・田宮　崇史（基幹中央）
・杉山　貴則（基幹秋葉）
・貝沼　静江（基幹西）

・部会⾧ 山崎　直美（中蒲原福祉会　ネクサスわかば）
・大野　裕明（新潟市社会福祉協議会）
・菅井　善彦（新潟太陽福祉会）
・内山　貴之（西区障がい福祉係）
・白倉　実（障がい福祉課給付係）

第
1
回
拠
点
登
録

事
業
所
会
議
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就労支援会議（育てるWG）

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/13 8/4

部会員

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

・WG⾧ 石田　友美（相談支援事業所なないろデザイン）
・平野　英明（新潟県立特別支援学校 新潟ブロックマネージャー）
・岸本　ルミ子（江南高等特別支援学校 特別支援教育コーディネーター）

・⾧谷川　美和子（翠江高等学校 キャリアガイダンス部 就労担当）

・副WG⾧ 栗原　知恵美（こあサポート）
・小林　久美子（らいふあっぷ）
・志賀　あずさ（基幹中央）
・⾧谷川　一栄（障がい福祉課就労支援係⾧）
・武政　大輝（障がい福祉課就労支援係）

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
就労支援会議活動の実績

・障がい者の教育と就労に関わる課題が散在しているため、課題の把握・整理を行い、焦点を絞っての取組みが必要。

・教育分野と福祉分野がそれぞれ抱えている、障がい者就労にかかる課題の把握、整理を行う。
・抽出された課題の解消に向けての取組みを検討する。

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

第
4
回
会
議

第
5
回
会
議

○第1回会議（6月13日）
　・就労支援会議及びWGの主旨を説明。
　・各機関より、就労支援の動きや課題、疑問点等について報告し、意見交換を実施。
　　→就労にかかる教育と福祉の早期の連携体制が構築されていない。
　　　 相互理解が不足しており、福祉が教育へ入り込むことが難しく、開かれた関係性が構築されていない状況が見られる。
　　　 保護者が高校卒業という資格に執着してしまい、将来を見据えた進路選択ができていない。
　　　 特別支援学校高等部以外の高校に進学した際、障がい特性に応じた必要な支援を受けることができず、就労の前後で
       トラブルとなるケースが増えている　等。

○第2回会議（8月4日）
　・各機関から中学・高校・大学別の課題の絞り出しと整理を実施。また、特別支援学校とそれ以外の学校における進路や就職状況
　　の相違の整理、学校側が抱えている課題の抽出を行い、WGで取組むことができる部分について確認。
　　①こあサポート主催、WG共催で、高校・大学等向けセミナー「学生が社会に出るために必要な事（仮）」を開催（1月26日）
　　②中学校向け進路指導の在り方検討会（中学・高校の声まとめ（10月）、市教育委員会と課題共有（12月））
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就労支援会議（支えるWG）

課　題

活動目標

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

6/13 7/20 9/28

・副WG⾧ 渡辺　みゆき（らいふあっぷ）
・大澤　こずえ（こあサポート）
・貝沼　静江（基幹西）
・⾧谷川　一栄（障がい福祉課就労支援係⾧）
・武政　大輝（障がい福祉課就労支援係）

部会員

第
3
回
会
議

活動実績

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

・WG⾧ 青木　歩美（(株)綜合キャリアトラスト SAKURA新潟センター）

・清水　聡（一般社団法人 CUROKO）
・野村　弘毅（脳とこころの訪問看護ステーション西新潟）
・宮崎　純子（テクノワークス相談支援事業所）

令和５年度　新潟市障がい者地域自立支援協議会
就労支援会議活動の実績

・障がい者の就業面及び生活面を支えるにあたっての課題が散在しているため、課題の把握・整理を行い、焦点を絞っての取組みが
　必要。

・障がい者の就労の視点、生活の視点、両方を踏まえた課題について、関係機関と協議・検討を行う。
・抽出された課題の解消に向けての取組みを検討する。

活動計画

第
1
回
会
議

第
2
回
会
議

第
3
回
会
議

第
4
回
会
議

○第1回会議（6月13日）
　・就労支援会議及びWGの主旨を説明。
　・各機関より、就労支援の動きや課題、疑問点等について報告し、意見交換を実施。
　　→生活基盤なくして就労は成立しない。
　　　 働き続けるためには、就労支援・生活支援、それぞれの視点を共有し、違いに気づくことが重要。

〇第2回会議（7月20日）
　・事例を基に各領域からの捉え方について意見交換を実施。
　・捉え方の類似点・相違点を整理し、対象者を支えるチーム作り（相談し合える関係づくり）について検討。

○第3回会議（9月28日）
　・これまでの会議を基に、ワーキングの方向性について意見交換を実施。
　　→視点の違いを意識しつつ、互いに相談しあえる関係づくりを検討したい。
　・案 他職種でグループ支援のモデルケースを検討してはどうか→次回ワーキングで改めて検討
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